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Ⅰ 令和２年度北海道開発予算の概要 

 

 

令和２年度北海道開発予算 総額 ５，７４８億円（対前年度 １．０２倍） 
 
〔内 訳〕 
 北海道開発事業費（一般公共事業費） ５，６３１億円（  同   １．０２倍） 

 行政経費等              １１７億円（  同   １．０８倍） 
 
臨時・特別の措置            ６４４億円             
 
（参 考）臨時・特別の措置を含んだ総額 

令和２年度北海道開発予算     ６，３９３億円 

    うち北海道開発事業費    ６，２７５億円 

 

 

                         
＊ アイヌ語で「（おおぜいで）歌うこと」という意味。 

第８期北海道総合開発計画（平成 28 年３月 29 日閣議決定）に掲げられた「世界の

北海道」を目指し、世界に目を向けた戦略的産業を振興するとともに、これを担う

「生産空間」の維持・発展を図るべく、 

○農林水産業・食関連産業の振興 

○世界水準の観光地の形成 

○強靱で持続可能な国土の形成 

を推進するための社会資本整備等を北海道開発の重点事項として実施する。 

 

 とりわけ、平成30年北海道胆振東部地震を始めとする北海道における大規模自然災

害からの復旧・復興に取り組むとともに、今後も懸念される大規模自然災害に備え、

防災・減災、国土強靱化に取り組む。 

 

また、民族共生象徴空間（愛称：ウポポイ ）が令和２年４月 24 日に一般公開する

ことから、多様なプログラムの実施、多彩な展示等を通じ、年間来場者数 100 万人を

目指す。 

 

これらの実施に当たっては、防災・減災、国土強靱化の取組を講ずるための臨時・

特別の措置はもとより、令和元年度補正予算を組み合わせて切れ目のない取組を進め

ていく。 
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Ⅱ　北海道局関係予算総括表

（単位：百万円）

前 年 度
通 常 分 対前年度 合 計 対前年度 予 算 額

倍　　率 倍　　率

(A) （A)/(D） (B) (C)=(A)+(B) （C)/(D） (D)

(1.00) (624,986)

Ⅰ 563,104 1.02 64,438 627,542 1.13 554,601

1 102,396 1.03 21,136 123,532 1.24 99,511

94,488 1.02 20,150 114,638 1.24 92,801

7,397 1.19 986 8,383 1.35 6,199

511 1.00 0 511 1.00 511

2 218,390 1.10 10,641 229,031 1.15 198,809

3 28,750 0.80 3,555 32,305 0.90 36,021

17,360 1.01 3,555 20,915 1.21 17,264

11,390 0.61 0 11,390 0.61 18,757

4 22,795 1.02 1,368 24,163 1.08 22,345

22,795 1.02 1,368 24,163 1.08 22,345

21,898 1.02 1,368 23,266 1.08 21,449

897 1.00 0 897 1.00 896

5 5,389 0.97 371 5,760 1.04 5,540

2,550 1.45 200 2,750 1.56 1,758

1,468 1.00 171 1,639 1.12 1,468

1,371 0.59 0 1,371 0.59 2,314

6 117,739 1.00 16,003 133,742 1.14 117,276

77,996 1.00 10,746 88,742 1.14 77,898

5,193 1.03 2,254 7,447 1.48 5,039

23,663 1.00 2,508 26,171 1.11 23,632

10,887 1.02 495 11,382 1.06 10,707

7 63,320 0.90 11,364 74,684 1.06 70,574

33,413 0.95 450 33,863 0.96 35,351

29,907 0.85 10,914 40,821 1.16 35,223

8 4,325 0.96 0 4,325 0.96 4,525

Ⅱ 34 0.65 0 34 0.65 53

Ⅲ 54 0.87 0 54 0.87 63

Ⅳ 102 1.00 0 102 1.00 102

Ⅴ 1,616 1.66 0 1,616 1.66 971

Ⅵ 9,924 1.02 0 9,924 1.02 9,705

(1.01) (635,881)

574,835 1.02 64,438 639,273 1.13 565,496

（注）１　前年度予算額は通常分であり、臨時・特別の措置を含まない。また、上段（　）書は、前年度予算額に臨時・特別の措置を加えた額である。

　　　２　北海道開発予算におけるアイヌ政策に関する経費は、アイヌ伝統等普及啓発等経費のほか、国立民族共生公園の維持管理に要する経費を含

　　　　めた 1,818百万円（1.87倍）である。

　　　３　公共工事の施工時期の平準化等を図るため、国庫債務負担行為（ゼロ国債） 29,952百万円を設定している。

　　　４　北海道開発予算における空港整備事業に関する経費は、一般会計計上ベースでは本表のとおりであるが、自動車安全特別会計空港整備勘定

　　　　においては、 19,960百万円（令和元年度 19,773百万円）を計上している。

　　　５　本表のほか、北海道開発の推進のための研究開発に要する経費がある（（国研）土木研究所経費 9,160百万円の内数）。　

　　　６　四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

北 海 道 開 発 事 業 費

令 和 ２ 年 度 概 算 決 定 額

 臨時・特別
 の　措　置

事 項 備考

都 市 水 環 境 整 備

治 山 治 水

治 水

治 山

海 岸

道 路 整 備

港 湾 空 港 鉄 道 等

港 湾

空 港

住 宅 都 市 環 境 整 備

都 市 環 境 整 備

道 路 環 境 整 備

防 災 ・ 安 全 交 付 金

公 園 水 道 廃 棄 物 処 理 等

水 道

廃 棄 物 処 理

国 営 公 園 等

農 林 水 産 基 盤 整 備

農 業 農 村 整 備

森 林 整 備

水 産 基 盤 整 備

農 山 漁 村 地 域 整 備

社 会 資 本 総 合 整 備

社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金

合 計

推 進 費 等

北海道災害復旧事業等工事諸費

北 海 道 開 発 計 画 推 進 等 経 費

北 方 領 土 隣 接 地 域 振 興 等 経 費

ア イ ヌ 伝 統 等 普 及 啓 発 等 経 費

そ の 他 一 般 行 政 費 等
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１ 最優先課題 
 
（１） 平成30年北海道胆振東部地震等からの復旧・復興と防災・減災、国土強靱化 
 

平成 30 年北海道胆振東部地震を始めとした北海道における大規模自然災害による被

害を受け、北海道局では平成 30 年 10 月に「北海道局復興・強靱化推進本部」を設置

し、復旧・復興状況の把握、対応及び調整などを図りながら、被災した地域の早期の

復旧・復興や災害により打撃を受けた「食」・「観光」の復興に取り組んできたところ

である。 

令和２年度においても引き続き必要な対策を実施するとともに、今後も懸念される

大規模自然災害を見据え、ハード・ソフト対策を含めた防災・減災、国土強靱化に取

り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1北海道胆振東部地震からの復旧・復興 

厚真町では、国が造成したパイプラインで管 
の継ぎ目が離脱するなど壊滅的な被害が発生      

現在においても復旧事業を実施中 

砂防堰堤工 

水路工 

残留土塊除去作業が完了し、現在は法面対策 
工事等を実施中 

厚真町富里地区では、斜面崩壊により浄水場 
施設等への被害が発生 

＜日高幌内川における土砂災害対策＞

＜農業水利施設の復旧＞ 

仮設水路の設置等により  
暫定的に用水を確保し、  
令和元年の営農を無事終了 
 

＜急傾斜地崩壊対策＞ 

日高幌内川では、山腹崩壊の発生により大規模
な河道閉塞が発生 

緊急的な対策を平成31年３月までに完了、 
引き続き、恒久対策を実施中 

（写真更新） 
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（２）「民族共生象徴空間（ウポポイ）」を通じたアイヌ文化の復興等の促進 
 

民族共生象徴空間（ウポポイ）は、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技

大会に先立ち、同年４月 24 日に北海道白老町において一般公開し、多様なプログラム

の実施、多彩な展示等を通じ、年間来場者数100万人を目指す。 

  国内外から多くの人々がウポポイを訪問することにより、アイヌ文化の素晴らしさを

体験していただき、民族共生の理念に共感していただけるための取組を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
２ 北海道開発の重点事項 
 
（１） 世界に目を向けた戦略的産業の振興 
 
①農林水産業・食関連産業の振興 
 
農畜産物の生産コストの削減や品質向上を通じて消費者の需要に応じた生産を推進

し、我が国の食料供給基地としての持続的発展を目指す。このため、農林水産業の生

産基盤の強化や技術実装により競争力を強化し、食料供給力の確保・向上等を図ると

ともに、北海道の「食」の高付加価値化、「食」の輸出の推進に取り組む。また、そ

れらを支える道路、港湾、空港による物流ネットワークの整備を推進する。 

≪農地の整備、森林の整備、漁港・漁場の整備、農水産物輸出促進基盤の整備、道路・港湾・空港

による物流ネットワークの整備 等≫ 

ウポポイの主な施設 

札幌から約 1時間 
新千歳空港から約 40分 

民族共生象徴空間（ウポポイ※） ※ウポポイ：アイヌ語で「（おおぜいで）歌うこと」という意味 

◆国立アイヌ民族博物館 
◆国立民族共生公園 
◆慰霊施設 

2020.4.24 

OPEN 

国立アイヌ民族博物館 

国立民族共生公園 体験交流ホール 

令和元年11 月現在 

令和元年10 月現在 
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②世界水準の観光地の形成 
 
豊かな観光資源を活かし、我が国の「観光先進国」実現をリードする。このため、

空港・港湾における外国人旅行者等の受入環境の整備、観光地や主要な空港・港湾等

への交通アクセスの円滑化を進めるとともに、道内各地の地域資源を活かした魅力あ

る観光メニューの創出を支援し、道内地方部への誘客促進や世界水準の観光地の形成

を目指す。 

≪新千歳空港における外国人旅行者等の受入環境の整備、国内外の航空ネットワークの強化、クル

ーズ船の受入環境の整備、空港・港湾とのアクセスの強化、外国人ドライブ観光の推進、北海道

におけるサイクルツーリズムの推進 等≫ 

 
 
（２） 強靱で持続可能な国土の形成 
 

北海道では、平成30年北海道胆振東部地震のほか、平成28年８月の一連の台風、平

成 30 年７月豪雨等により、地域住民等の安全・安心や経済社会活動が大きく損なわれ

た。このため、復旧・復興対策に加え、今後も懸念される大規模自然災害を見据え、 

防災・減災、国土強靱化を推進するとともに、社会資本の老朽化等に対応するため、

社会資本の戦略的な維持管理・更新を推進する。 

≪ハード対策・ソフト対策を一体化した防災・減災、国土強靱化の取組の加速化・深化、将来を見

据えたインフラ老朽化対策の推進、地震・津波の発生に備えた対策の推進、冬期災害に備えた対

策の推進、地域における総合的な防災・減災対策、老朽化対策等に対する集中的支援［防災・安

全交付金］ 等≫ 

 
 
（北海道総合開発計画の効果的な推進） 
 

北海道総合開発計画の効果的な推進を図るため、北海道特定特別総合開発事業推進

費により、「生産空間の維持・発展」、「国土強靱化」及び「北方領土隣接地域にお

ける魅力ある地域社会の形成」に係る事業を重点的に推進し、公共事業の機動的な調

整を行う。 

また、北海道開発計画推進等経費により、第８期北海道総合開発計画の中間点検に

必要な調査や分析を行うとともに、生産空間を支える物流の効率化、安定化に向けた

仕組みづくり等、生産空間の維持・発展に寄与し、我が国の課題解決に資する調査を

実施する。 
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北方領土隣接地域： 

根室市、別海町、中標津町、標津町、 

羅臼町（１市４町） 

歯舞群島 

色丹島 

択捉島 
国後島 

根室市 

別海町 

中標津町 

標津町 

羅臼町 

 

３ アイヌ施策の推進 
 

令和元年５月に施行された「アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するため

の施策の推進に関する法律」（平成 31 年法律第 16 号）に基づき、アイヌの伝統等に関

する国民に対する知識の普及啓発を図るための施策を一層推進するとともに、民族共

生象徴空間（ウポポイ）を通じたアイヌ文化の復興等を促進するため、ウポポイへの

年間来場者数100万人を目指し、適切な管理運営を行う。 

 
 

４ 北方領土隣接地域振興対策 
 

「北方領土問題等の解決の促進のための特別措置に関する法律」（昭和57年法律第85

号）に基づき北海道が作成した第８期振興計画（計画期間：平成 30 年度～令和４年度）

の趣旨を踏まえ、北方領土隣接地域における魅力ある地域社会を形成するため、活力

ある地域経済の展開に向けた取組や、地域の資源を活かした交流人口の拡大に向けた

取組等を推進する。 

同法については、平成 30 年７月、特定共同経済活動の定義や北方領土隣接地域振興

等基金の取崩しの規定等を追加する改正が行われた。 
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網走港

紋別港

釧路港

根室港

十勝港

苫小牧港

室蘭港

函館港

小樽港

石狩湾新港

留萌港

稚内港

稚内空港

利尻空港

礼文空港

紋別空港

女満別空港

中標津空港

釧路
空港

帯広空港

旭川空港

札幌飛行場

奥尻空港

函館空港

新千歳空港

 （参考２）人流・物流ネットワークを支える基幹的な交通基盤の整備

新 幹 線（事業中区間）

凡 例

空港（国管理、特定地方管理、地方管理、共用）

高規格幹線道路(開通区間)

高規格幹線道路(事業 区中 間 )

高規格幹線道路(未事業区間 )

在　来　線

新 幹 線（開通区間）

国 際 拠 点 港 湾 、重 要 港 湾

（令和元年12月)

（令和元年度新規開通区間）高規格幹線道路

※　本開通等の見通しは、今後の予算状況や施工上の状況変化等により、変更する場合がある。

令和元年度完了予定

新千歳空港国際線ターミナル
地域再編事業

令和元年度開通予定

深川・留萌自動車道

留萌大和田～留萌　4km

令和元年度開通予定

国道44号

温根沼～根室　7km

令和元年12月21日開通予定

旭川・紋別自動車道

遠軽瀬戸瀬～遠軽　7km
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北海道白老町にオープン 
2020.4.24 

民族共生象徴空間ポータルサイト 

アイヌをテーマとした 
ナショナルセンター 


